「神の自由」をめぐるアウグスティヌスの理解 : 「書簡」186と「書簡」194を中心に by 菊地 伸二 & Shinji Kikuchi
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*Nagoya Ryujo Junior College
Augustine on God’s Freedom in Letter 186 and Letter 194
Kikuchi, Shinji*
　「書簡」186と「書簡」194は、いずれも416年から418年の間にかけてアウグスティ
ヌスによって執筆された作品であり、両者とも、ペラギウス主義の問題点について扱っ
ている。
　アウグスティヌスによれば、人間の本性は、原罪によって著しく損なわれ、救済さ
れるためには、人間の自由意思は単独では何ら有効な働きをすることは不可能であり、
神の恩恵が先立ち、また、神の恩恵が共に働くことによってはじめて、救済への道が
開かれる。ペラギウス主義は、人間の自由意思の働きをきわめて肯定的に捉え、恩恵
を、いわばその補助手段的に捉えることにより、人間の側からのみ自由を理解しよう
としたが、そのために、創造主である神の領分を十分に取り扱うことができず、神の
側から神の自由を考察することには失敗したと言える。
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